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SOMPOが参画したJ-MINT研究の概要

研究デザイン 多施設共同 (5施設) オープンラベル RCT (18ヵ月間)

選択基準 • 65-85歳
• 軽度の認知機能低下を有する (NCGG-FATで1ドメイン低下)

• 認知症ではない (MMSE 24点以上)

主要評価項目 初回評価時点から18ヵ月後の認知機能のコンポジットスコアの変化量
(MMSE, 論理的記憶Ⅰ&Ⅱ, FCSRT, 数唱, TMT, DSST, 単語想起)

Sugimoto T, et al. J Prev Alzheimers Dis. 2021;8(4):465-476.



介入内容 提供施設 概要 期間と頻度

生活習慣病・
の管理

かかりつけ医
➢心血管リスクのコントロール
➢オーラルフレイルのチェック

期間：18ヶ月
時間・頻度：外来診
療

運動指導
コナミスポー
ツ（株）

➢複合的運動プログラム
バランス
筋トレ
立位の有酸素運動（エアロビクス）
コグニサイズ
グループミーティング

期間：18ヶ月
時間：1回90分
頻度：1回/週

栄養指導
SOMPO
ヘルスサポー
ト（株）

➢生活リズム
➢食多様性
➢口腔ケア
➢認知症予防によいと言われる食材紹介
➢セルフモニタリング

期間：18ヶ月
対面面談3回
電話支援12回

認知機能
訓練

(BrainHQ)

Posit
Science

➢脳賦活を目的とした認知機能訓練を
タブレットで提供

➢自宅だけではなく、運動教室中にも実施

期間：3ヶ月×3回
時間：1日30分
頻度：4回/週

J-MINT研究の多介入概要

NCGG 杉本先生発表資料より



認知機能評価（Composite score）の変化量

(運動教室のアドヒアランス別解析)(全参加者解析)

この対象者の認知機能アップには７０％以上の参加率が必要
Sakurai T, et al:.Alzheimer's & Dementia. 2024;20:3918-30.

J-MINT研究の結果



年齢別認知機能評価（Composite score）の変化量

P=0.066

この集団において18か月で結果が見えてくるのは前期高齢者

Sakurai T, et al:.Alzheimer's & Dementia. 2024;20:3918-30.

J-MINT研究の結果



日本人高齢者全体のフレイル割合は8.7%：全国規模の訪問調査から判明｜地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター研究所

東京都健康長寿医療センター研究所調査

４０％ぐらいは
プレフレイル フレイル

実際J-MINTでは
歩行速度＜1.0m/sの方
６５－７４歳 ５％

J-MINT研究の教室の実際



参加者では、どのクラスも３つのレベルが存在していた

年齢若め
運動問題なし

二重課題問題なし

年齢高め
運動難あり

二重課題も難あり

年齢平均レベル
約７８歳

運動は少し難あり
二重課題も
時に難あり

研究では手厚くフォロー

教室参加者の実際



参加者の約５割が有償自主グループへ

年齢若め
運動問題なし

二重課題問題なし

年齢高め
運動難あり

二重課題も難あり

年齢平均レベル
運動は少し難あり

二重課題も
少し難あり

有償自主グループ継続
＝以前より何か運動をしていた方

こちらのグループからの
参加は少なかった

教室参加者の実際



年齢

    J-MINT Prime Tamba
（生活習慣病＋自覚症状）

FINGER（認知症リスクスコア）
体力
認知機能

６５６０ ７５７０ ８５８０ ９５９０

それぞれの研究対象者の参加者イメージ図

MMSE
24

J-MINT（軽度認知障害ー正常）

多因子介入における社会実装の実態



年齢

    J-MINT Prime Tamba
（生活習慣病＋自覚症状）

FINGER（認知症リスクスコア）
体力
認知機能

６５６０ ７５７０ ８５８０ ９５９０

それぞれの研究対象者と無償募集した時の参加者イメージ図

MMSE
24

J-MINT（軽度認知障害ー正常）

地域
参加者

地域参加者は研究参加者より幅が広い

多因子介入における社会実装の実態



未病対策には
壮年期から体力を維持させることが大切

体力ある方

体力無い方

比較的手がかからない
安価で運動教室が運営できる
効果も出やすい

J-MINT型のように立位運動プログラムは
転倒防止のための見守り等人手がかかる
安価での提供は難しい

担当者の視点：効果的な教室のために

多因子介入における社会実装の実態



健康寿命に関わる医師への「フレイル」調査― 7割超が働き世代の「プレフレイル」増加を指摘！

2023年06月28日

実は壮年期から既に危ない！

多因子介入における社会実装の実態



神戸大学＊丹波市
壮年期からの教室
（SOMPO）

40-74歳で募集口コミで広がり
100名以上が１年間教室参加
終了組では８０％以上が有償で継続

次世代を見据えたアプローチ



第一グループの速報

次世代を見据えたアプローチ

最大歩行速度
14.5% UP
参加者100人換算では90人がUP

主観的認知機能   
23.2%の改善

                        参加者100人換算では68人が改善



将来の認知症発症減を目指して

フレイル予防は、壮年期から！
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